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宇都宮市におけるセキレイ類３種の繁殖環境

平野敏明’

はじめに

本州の内陸の河川には,従来,セグロセキレイｊＭｂなc"Itzg7zz泥dZSとキセキレイＭ､cinerea

の２種類のセキレイ類が繁殖していた．ところが,近年になって，ハクセキレイＭ､albaが

繁殖分布を拡大し，次第に上記２種との重複が著しくなってきた（中村1978ａ，樋口・

平野1981)．宇都宮市では,ハクセキレイの繁殖は1976年にはじめて確認され，ここ数年

繁殖個体数が増加している（樋口・平野1981)．

このように近縁な３種のセキレイ類が同一地域で繁殖している場合，それらの種間関係

を探ることは興味深い．筆者は，このような観点から，宇都宮市でセグロセキレイとハク

セキレイの比較生態の研究を進めている（樋口・平野1981,Higuchi＆Ｈｉｒａｎｏ

ｌ９８３，樋口・平野

1983)．この論文では,宇

都宮市におけるこれら３

種のセキレイ類の生息環

境を明らかにし，その違

いについて若干の論議を

行うことにする．

なお，セキレイ類の繁

殖環境については,樋口・

平野（1981）のセグロセ

キレイとハクセキレイに

関するもの，中村（1978

ｂ）の概説的なものがあ

る．今回の調査は，前者

と重複する部分が多い

が，さらにキセキレイを

含め様々な環境を対象に

詳しい調査を行った．

F刀宅刊【ヨ

図１．調査地の河川の概要

Fig.１.Thestudyareashowingriversi、particular．
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表1．セキレイ類３種が記録された地域の環境職成

TableLEnvironmentalcompositionofthequadratareaswhereeachspeciesof

wagtailswasobserved・C1assificationoftheenvironmentｓｉｓｔｈｅｓａｍｅａｓｉｎＦｉｇ､２．

、

ｆ
ｐ

Ｐ
０

記録区阿数 生息環境（Habitats）

曲

住宅地

Residential

m･Ｇａｇ

巡物の密蛎地

Ｔｏｗｎ

ａｒｅａＳ

水田地幣

Paddy
fiG1dR

工業団地

Ｆａｃｔｏｒｙ

ａｒｅａｓ

Ｎｏ．of

quadrats

observed

大河Ill

Large

river

丘陵柵

IIilly

3re乳S

碗(Species）

■
■

セグロセキレイ

jl勿敗c"/ｈｇﾉ”砿

ハクセキレイ

Ｍ:α/6α

キセキレイ

ＭＥ伽幻哲α

126２７．０％ ７．１％４５．２％ ５．６％１５．１％ ０％

６２４３．５２９．１９．７１７．７００

６１３６．１２３．０２９．５３．２１．６６．６

日

調査地の概要

調査は，栃木県宇都宮

市の繁華街を中心に，東

は同市鎧山町，西は同市

駒生町，南は同市西川田

町，北は同市瓦井町まで

の約1501ｍを対.象に行っ

た(図１)．調査地を設定

するにあたっては，なる

べくいろいろな環境を含

むように考慮した．この

地域の多くは，おもに海

抜130ｍ以下の平坦な土

地であるが，北部には海

抜170ｍの丘陵が続いて

いる．

次に調査地のおもな環

図２．調Ｉ
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図２．調査地の環境．

Fig.2.Classificationofthemeshareasbyenvironmentalcharacteristics．

'呈鰯縦R塁繍繊劉……Ucu,…｡!.n“
|豊釜雛嬢幾．捌欝…………"…
｜鰯：丘陵帯Hillyareas
l画：大河川Largeriverwithgravellyareas．
Ｉ刃：未調査地Notstudied

胆
・
Ｐ
ト
』
伊

咋
睡
眠
、
‘
》
日
日
■
恥
Ｈ
叩
（
間
》
Ｆ
』
’

Ｙ
Ｘ
Ｗ

1Ｎ

＝＝＝＝

匡
二

－一－

二=三二

Ｅ
Ｄ
Ｃ

Ｂ
Ａ

b■ｃ●必a

ｌ ２ ３ ４ ５

一
一

一
一

一一一一一

一＝■
■ ＝

三
一

：１
－

●●■･

● ｂｅP

Ｇ9 ｡■

■■■

■巾
●●

｡、｡.￥

::::鵜

■

■
’ ■ ■

二
二

●Ｐ。
｡●■

－
６

－
●
二

二二二Ｊ

;割
ト
ト
Ｉ ．;‘1.
■■凸

卜:.：

~扉躍
●0．*ａｔ

．・・ＯＢ。。。｡.．』

寺■

●Q◆

恥
■
函
｛
亜
●
》
』

ｂ
ｅ
◆
』
■
血
Ｃ
ａ

》
０
－

?:鑑塗
一旬‐＝申

.･･ﾛ。､０－１._｡

■●e

牌●
曲凸■

卜:.:ｌ
トー一

膳｡:．【.:．’
｡●■▲

’

’
’
１

●●

。■
■曲

･･･４

．
◆
ｇ
②
ｇ
ｐ

ｐ
０
Ｖ
◆

剖
批
一
‐
”
‐
”

●
●
令
』

.。．１
■。

．』．:6:|；
:に．

.ｄ.［

陸鎧

■

::Ｉ －
１

－’
.･･･ｌｑ
. ▲ 0
■▽0●｡

■■や●

一
謡
函
詳
恥
懇

７
Ｊ
↓
１
．

郡
ｂ
》
●
（
■
”
●

2軍需

■●

■白
●●

剰 :｡。

:．:.|:.:｡’

Ｆ■■
ｰ｡

■▼

●■

●Ｆ

■｡

里ﾆニ

合

●。

些二上

ﾛー ●守り凸ﾛ■●■Ｐ△■_

Ｆ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

:｡:卜 ｡~Ｉ

一
Ｆ

『
一 に弓=弓



３ Ｓｔｒｉｘ４

境について，表１と図２の生息環境の分類に従って順次述べる．なお，以下に述べる生息

環境の割合は,調査を行った587区画におけるそれぞれの生息環境に分類された区画の割合

である．

水田地帯は，調査地の54％を占め，この中には住宅や屋敷林，小面積の林も含む．道路

沿いには，建物がやや密集している．住宅地は，調査地の27％を占める．おもに２階だて

の建物が多く，庭木なども豊富で，地域によっては小規模な畑や水田が残されている．ま

た，競馬場や文化会館，博物館などの公共施設も含まれている．建物の密集地は，調査地

の５％を占め，２階だての一般住宅地と大通り周辺のビル街からなる．この地域の住宅街

は庭木も少なく，ほとんど空地はない．大通り周辺のビル街は，３階だての商店が多い

が，８～10階だてのテナントビルやデパートも集まっている．日中の交通量は著しく多

い●工業団地は平出工業団地があり，調査地の約３％を占める．ここは，建物がゆとりを

もって立てられており，グランドや芝地があちこちにつくられている．また，この周辺に

は蓋のない排水溝が縦横に走り，セキレイ類の餌場を提供している．森林は調査地の６％

を占める●植生は，おもにコナラやリョウブ，アカマツ，スギなどからなる．森林の中に

はセキレイ類は生息しないが，谷筋の水田や農家，資材置場などがセキレイ類の生息を可

能にしている●ここでは，森林という言葉はあまり適当でないので，以下丘陵帯と呼ぶこ

とにする●大河川は，調査地の東側を流れる鬼怒川があり，調査地の３％を占める．この

川の堤防間の距離は約600ｍあり，砂喋地の河原や中州,草原,低木林といろいろな環境が

発達している・水深は50cm以下のところが多く，深いところでも１ｍ前後である．

また，調査地には，鬼怒川のような大河川のほかに様々な規模の河川がある(図１)．す

なわち，田川のような川幅が30～60ｍで河川敷が発達していない中河川や，住宅街やビル

街を流れる小河川（たとえば釜川)，水田地帯を流れる川幅５ｍ以下の小河川（たとえば姿

川など）である．しかし，これらの河川環境の各調査区画における割合は，極めて少な

い．そのため，表１１図２においてはそれぞれの河川の周囲の生息環境に含めた．

なお，鬼怒川や田川，平出工業団地，大通り周辺の環境の詳細については，平野

（1981)，樋口・平野（1981)，Higuchi＆Hirano（1983）を参照されたい．

調査方法

調査は，1983年，’84年の４月から７月にかけて行った．

調査を行うにあたって，調査地域を１区画500ｍ×500ｍのメッシュ590に分けた(このう

ち３区画は未調査)．１区画を500ｍ×500ｍとした理由は,セキレイ類の繁殖環境を詳しく

知ることができ，しかも全調査メッシュの野外調査が可能であると思われたからである．

セキレイ類の繁殖記録を得るにあたって，野外調査と聞き取り調査を行った．

野外調査は，自動車やモーターバイク，徒歩で調査地に出かけ，おもに道路や農道から

７倍の双眼鏡を使って行った．調査の時間帯は，早朝から午後４時ごろまでとし，夕方の

記録は除いた．セキレイ類の生息を確認した場合には，種ごとにその観察地点を５万分の

１の地図に記入し，合わせて行動やその場所の環境についても記録した．調査回数は，地

域によって著しく異なるが，１区画に対して少なくとも１回は行った．セグロセキレイと

ハクセキレイの比較生態の研究を行っている田川約2.5ｍは,この時期２日に１度は調査を

行った．また，調査を目的とせず，偶然に調査地域内でセキレイ類を観察した場合も，生
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息記録とした．

聞き取り調査は，野外調在を補うことを目的として行った．この調査では，1984年４月

に調査地域内に在住のⅡ木野,烏の会栃木県支部の会員５人に，区剛分けした５万分の１の

地図を郵送し，生息の消無の確認を依頼した．調査期間，内容は野外調盃の場合と同じで

ある．

繁殖分布を図示するにあたっては，有田（1979）やn本野鳥の会（1980）とは異なり，

繁殖をランク別に表さず，生息を確認した区画はすべて繁殖環境として表した．ただし後

日のために，調査の際には，ヒナ連れとか虫をくわえて飛ぶなどの観察事項をそれぞれの

記録とともに記載した．

セキレイ類各種と生息環境とのかかわりを明らかにするために，調査地の環境を，水田

地帯，住宅地，建物の密集地，工業団地，丘陵帯，大河川の大きく６つにわけた（図２)．

各区画をこの６つの環境のいずれかに属させ，セキレイ各種がどの区両に多く生息するか

を調べた．環境を分類するにあたっては，１区画の中で最も多く占める環境を，その区画

の生息環境とした．なお，それぞれの生息環境の割合や''１小河川の取り扱いについては，

調査地の概要で､述べたとおりで､ある．

結果および考察

セグロセキレイの生息が確認された区画は，調査を行った587区画のうち126区画で，ほ

ぼ全域から得られた(図３)．これを生息環境別にみてみると,水田地帯45.2％,住宅地27.0

％，大河川15.1％，建物の密集地7.1％，工業団地5.6％であった(表１)．大河川の割合は

３番目であるが，流域の

ほぼ全域から生息が確認

された．また，ビル街(図

２，３のＬ－９，１０）に

はまったく生息していな

かった．

ハクセキレイは,587区

画のうち62区画で生息が

確認された(図４)．図４

をみると，著しく限られ

た地域に生息しているこ

とがわかる．生息環境別

には住宅地43.5％，建物

の密集地29.1％，工業団

地17.7％，水田地帯9.7

％であった(表１)．この

種は，ビル街にも普通に

生息し繁殖しているが，

大河川や丘陵帯にはまっ

たく生息していない．ま
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図.３．セグロセキレイの生息が確認された地域.Fig.3.Meshareas
whereJapaneseWagtailsﾉＭｂなc"〃ｇ池泥dKswereobserved．

、
朔
帆

Ｅ
Ｐ
Ｏ
Ｎ

Ｌ
Ｌ 」

’

■

■

－
－

１
割

一
一

－１

’
一

」

’
一

一
一

図

’
一

ｌ
’

１１
－

■■

’
一

’

’
一

－’

回

’

’

P由

Ｉ
■

■
Ⅱ
Ⅱ
■
Ｉ

隈Ｉ
×

■■
■卓■

１
‐
１
１

.’ ■

’

’

血q

■

』

塗』

ﾄー：

ﾛ■

.＝且

’劃

１１

－
１
！

園

詞

’

’

■
一’

■

Ｆ１

戸

FP再胃

園

一
Ｉ

ＩＩ

Ｆ‐

一
心

■

1－
一

‐

い

『

・

＝
一
■
虹

一
■
■
戸

Ｉ

｝
１

一
合

「

碑qー申

I。



眉

■
●
》

た図４をみると，市街地

から遠く離れた水川地帯

にも，ほとんど生息して

いないことがわかる．

キセキレイは,587区画

のうち611X両で生息が確

認された(図５)．調査地

におけるこの種の生息分

布は，前２種の中間的な

様相をみせている．ま

た，生息が確認された地

域は，調査地の中央部か

ら北西部に偏っている傾

向がある．生息環境別に

みると，住宅地36.1％，

水田地帯29.5％，建物の

密集地23.0％，丘陵帯

6.6％，工業団地3.2％，

大河川1.6％であった(表

１).工業団地や大河川の

生息記録が著しく少なか

った．この種は，割合は

少ないが森林に囲まれた

丘陵帯にも生息してい

た．

セキレイ類３種に共通

していることだが，この

時期にセキレイ類が生息

していた場所は，どの生

息環境においても，営巣

場所と採食場所の両方を

備えた地域で．ある．たと

えば，営巣場所として

は，水田地帯や住宅地で

は倉庫や工場のひさし

が，ビル街では看板や建

物の透間がよく利用され

た．採食場所としては，

住宅地では畑や中小河川

が，工業団地では芝地や
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Fig.4.MeshareaswhereWhiteWagtails〃.αﾉ6awereobser
ved．
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側溝がよく利用された．また，ビル街では，ドブ川の中やその周囲の路上，アーケードの

屋根の上で採食するのが観察された．

次に，セキレイ類各種と生息環境とのかかわりについて考えてみる．

セグロセキレイは，住宅地や水田地帯，工業団地，大河川に生息していたわけだが，図

１と図３をみると，それらの環境の中でも特に河川と強く結びついていることがわかる．

すなわち，鬼怒川や田川，住宅地の釜川（図３のＰ－８，０－８，９，Ｎ－９，Ｍ－２，

Ｈ－１）にセグロセキレイの生息する区画が集中する．この種が河川を生活圏の中心とす

ることは，Higuchi＆Hirano（1983）が冬期の調査から詳しく報告している．しか

し，河川ならどんな河川でもよいわけではなく，水田地帯の小川などにはほとんど生息し

ていない．田川や鬼怒川，住宅地の釜川における観察から，セグロセキレイの好む河川

は，川岸や中州の水辺を歩きながら採食できる環境を備えた河川と思われる．ビル街を流

れる釜川にセグロセキレイが生息しないのも，この理由からであろう．なお，水田地帯や

住宅地にも生息していたが，大，中河川とは異なり，局地的に生息していた．これは，採

食場所や営巣場所が限られているためと思われる．

ハクセキレイは，住宅地や建物の密集地，工業団地に生息し，大河川や水田地帯にはほ

とんど生息していない．このようなハクセキレイの生息環境は，樋口・平野（1981）の観

察結果と同じであったが，今回はさらにこの種のビル街への選好性と水田地帯にはほとん

ど生息しないことが明らかになった.この種のこうした生息環境の選択は,一つには樋口・

平野（1981）が論じたように，セグロセキレイの存在と関係しているのかもしれない．す

なわち，ハクセキレイは，セグロセキレイの生息密度の低い都市河川の周囲や住宅地，工

業団地に生息，繁殖しているのである．別の見地は，ハクセキレイの生活空間や採食方

法，食性と環境とのかかわりである．しかし，この点については詳しくわかっていない．

なお，ハクセキレイは広い行動圏を持ち，あまり河川に依存しないことがわかっている

（Higuchi＆Hiranol983)．

キセキレイは，ビル街や住宅地，水田地帯に生息し，工業団地や大河川に著しく少なか

った．図１と図５から，キセキレイの生息区画は田川や釜川のような中川河川の周囲に集

中していることがわかる．鬼怒川のような下流域の大河川に少ないのは，安部（1972）が

論じているように，そこには採食するためにちよんちよんと動きまわるのに都合のよいよ

うな石がほとんどないからかもしれない．また，下流域の大河川には，キセキレイがよく

営巣場所とする崖や巨岩がまったくないことも，その一因と思われる．この鳥が，ハクセ

キレイやセグロセキレイに比べて工業団地に少ないのは，これら２種のセキレイ類と採食

環境が異なるためと思われる．すなわち，ハクセキレイとセグロセキレイは工業団地の芝

地を採食場所としてよく利用しているのに，キセキレイではまったく利用していないので

ある．同じことは，ハクセキレイとキセキレイの生息，繁殖するビル街の県庁前公園の芝

地（図４，５のＭ－ｌＯ）での観察からも明らかであった．もう１つのキセキレイの生息環

境の特徴は，丘陵のせまった谷筋の人家付近にも生息することである．このことは，調査

地におけるキセキレイの生息区画が，丘陵のある北西部の水田地帯に多く見られるのと関
係している．ただし，これがキセキレイのどのような食性や行動とかかわっているのかは
明らかではない．

以上のように，セキレイ類３種の生息環境は，多少の重複はあるものの，種によって異
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なる傾向があった．このような生息環境の違いは，近縁種の存在や各種の採食行動や食物

と深くかかわっていると思われる．しかし，これらの点については，今回は詳しい調査を

行っていないので今後の課題となろう．また，近縁種とのかかわりや生息環境の変化に伴

う，宇都宮市のセキレイ類３種の今後の動向に興味が持たれる．
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要 約

栃木県宇都宮市において,1983年,'84年の４月から７月にかけて,セグロセキレイ〃ひ”c"〃

g”"傘，ハクセキレイｊＭａ必α，キセキレイＭ”g”αの繁殖環境を調査した．調査面積

は1501ｍで，500ｍ×500ｍの区画を590設定した．調査は，野外調査と聞き取り調査を用い

た．得られた結果は次のとおりである．

１）セグロセキレイの生息記録は，調査地のほぼ全域から得られた；この種の繁殖環境

は，水田地帯（45.2％)，住宅地（27.0％)，大河川（15.1％)，建物の密集地（7.1

％)，工業団地（5.6％）であった．

２）ハクセキレイの生息記録は，著しく限られた地域から得られた.この種の繁殖環境

は，住宅地(43.5％)，建物の密集地(29.1％)，工業団地(17.7％)，水田地帯(9.7

％）であった．大河川にはまったく繁殖していなかった．

３）キセキレイの生息記録は，調査地の北西部に偏る傾向があった．調査地におけるこ

の種の生息分布の様子は，セグロセキレイとハクセキレイの中間であった．キセキ

レイの繁殖環境は，住宅地（36.1％)，水田地帯（29.5％)，建物の密集地（23.0

％)，丘陵帯（6.6％)，工業団地（3.2％)，大河川（1.6％）であった．

４）セキレイ類の生息が記録された地域は，彼らの採食場所と営巣場所の両方が存在し

ているところである．

５）セキレイ類３種の繁殖環境は，多少の重複はあるものの，それぞれ異なった繁殖環

境を持つ傾向があった．すなわち，セグロセキレイは大河川や中河川，およびその

周辺に多かった．ハクセキレイはビル街や工業団地，住宅地に多い．キセキレイは

中小河川やその周辺の住宅地に多く生息していた．
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Thebreedinghabitatsofthethreespeciesofwagtails,ｊ４ｂ〃c"jkzg7zz"dKS,ノＭα心Z,ａｎｄﾉＭ

α"e所gUZ,wereinvestigatedinUtsunomiya,centralHonshu,fTomApriltoJulyinl983-

l984､Thestudyareas(150kmP)weredividedinto590quadrats(500ｍ×500ｍeach).The

dataweregatheredbyfieldworkandpersonalcommunications,Theresultsobtainedwere

asfollows．

ｌ)ｊＭｇ７ｚｚ加砿waswidelyoverthestudyareas・Thebreedinghabitatsofthisspecieswere

paddyfields(45.2％),residentialareas(27.0％),largeriver(15.1％),ｔｏｗｎareas(7.1％),and

factoryareas(5.6％)．

２)ThedistributionofMa伽wasveryrestricted・Thebreedinghabitatsofthisspecies

wereresidentialareas(43.5％),townareas(29.1％),factoryareas(17.7％),andpaddyfields

(9.7％).Nobreedingoccmredinthelargeriverarea、

３)肱”e”wasdistributedmainlyinthenorth-westpartofthestudyarea､This

specieswasintermediateinthecharacteristicofitsbreedingdistributionsbetweenルｆ

ｇ池就ｄＫｓａｎｄｊＭａ必α・ThebreedinghabitatsofjM”e”wereresidentialareas(36.1％)，

paddyfields(29.5％),townareas(23.0％),hillyareas(6.6％),factoryareas(3.2％),andlarge
river(1.6％)．

４)Thebreedinghabitatofeachwagtai1.specieswererelatedtothepresenceoffeeding
andnestingsites、

5)Althoughtherewassomeoverlapofbreedmghabitatsinthethreespecies,eachspecies

tendedtobesegregatedbyhabitats.〃ｇ”〃dKsbreedsinlargeandmiddleriversandtheir

surroundings.』Ⅷαﾉ6zzbreedsinresidential,townandfactoryareas.〃ばれell2zzbreedsin

smallandmiddleriversandtheirsurroundings．

c/o507GreenHeights,5-2-51,Hanawada,Utsunomiya-shi,Tochigi320．


